
検査項目 検査内容

血液検査

肝機能 GOT、GPT、γーGTP、LDH

脂質
総コレステロール、中性脂肪、
HDLコレステロール

腎機能 尿酸窒素、クレアチニン

血糖 血糖値

尿酸 尿酸値

白血球 白血球数

貧血 赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット

膵機能 アミラーゼ

体測 身長、体重

血圧

尿検査 尿潜血、尿蛋白、ウロビリノーゲン

呼吸器 胸部X線検査

消化器 胃部X線検査、大腸便潜血検査

心電図

検査項目１

検査項目2

正常値

正常値

GOT GPT γー
GTP

HDL 中性
脂肪

尿酸 血糖値 BMI

1 19 12 13 197 130 4.8 99 ⋯ 0

2 18 18 32 225 140 5.4 90 ⋯ 8

3 27 31 22 164 68 5.0 106 ⋯ 11

⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮ ⋮

n 12 38 31 210 114 4.3 85 ⋯ 1

平均値 m1 m2 m3 m4 m5 m6 m7 ⋯ mk

m1

m2

健康人の検査データ

平均値をものさしの原点して距離を測る

異常値

距離を測る
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医師が判定した病気の程度

軽度 中度 重度
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D
医師が判定した病気の程度

S（信号）

N（ノイズ）

SN比 =
S
N

Aのものさし→

Bのものさし→

Aのものさしの方がBよりも
SN比が大きい
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軽度 中度 重度

水準１： その項目を使う
水準２： その項目を使わない

No.1の実験 以下の３つのグレードのデータ３つ収集
軽度の症状のマハラノビス距離： D11 D12 D13
中度の症状のマハラノビス距離： D14 D15 D16
重度の症状のマハラノビス距離： D17 D18 D19

同様にNo.2～12までのデータも収集
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MTシステムの応用例



信号
軽度
M1＝1

中度
M2＝2

重度
M3＝3

データ１ y11 y21 y31

データ2 y12 y22 y32

データ3 y13 y23 y33

合計 y1 y2 y3
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Sn比の算出式

Sn比の算出式（一般）

(f=nk)



因子 # $

% $&'$ $&'& $&'#

( $&') #*'+ $&'#
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検査項目

Bの検査項目の利得が高いため、
今回対象の疾患の検査として有用で

あることがわかる
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